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１．はじめに  

	 沖縄伊是名集落は,沖縄伊是名島の南端に位置

する．昔からの生活や慣習，祭祀が受け継がれ

ており，現在も伝統的な暮らしが営まれている

集落である．この集落に,	 神アシャギという八

本の短い珊瑚柱に,	 茅葺寄棟造りの屋根が載る

祭祀空間がある.	 神アシャギには,	 祈願や奉納

の踊りを行うために，集落の人びとが集う.	 本

稿は，神アシャギと集落の人びとの生活の関係

性について探究する.		

 
図 1 沖縄伊是名集落地理・伊是名神アシャギ 

 
２. 神アシャギについて 

文献 

	 池 1）によれば“このニライの神やセジを招請

し，自ら神となることができたのは神女に限ら

れたが，神アシャゲとは，そのニライの神が降

臨し，神女がセジを身につけ神となるための小

屋であった．”“人間が農耕生活の中でつくり

上げた原初的宗教的観念が，村人の求めに応じ

て折目節目に村落へ来訪する祖霊的性格を併有

した穀霊（セジ）であったとすれば，村落には

これを迎える祭祀施設が存在したはずである．

神アシャギとはそうした祭祀施設の一形態であ

ったと推断したい”また，仲松 2）は“建物の有

無とは無関係な，神を招請して祭祀を行う祭祀

場である”“神への祈願，感謝，そして神と村

人のアマへ，即ち歓会，共食する場所というこ

とができる．”と記述している．	

伊是名島の現状 

	 現在，伊是名島にノロ（女性神職者）はいな

い．神アシャギでは，島の神人（かみんちゅ）

と各字の区長，そしてサンナアンマと呼ばれ

る，各集落から選ばれた女性が集まり，穀物の

豊穣祈願や厄払いをする祭祀が行われている．

集落の豊年祭で行われるムラガーイや入羽（イ

リファー）の際，集落の人が神アシャギの前で

歌い踊る．	

	

３. 研究方法 

	 神アシャギに関する情報を現地で集める．
1）実測を行い，神アシャギとその周辺環境を図

面に描き起こし，神アシャギの建築的情報を記

録する．	

2）神アシャギで行われている現行祭祀の様子を

記録する．神アシャギの空間構成や使い方を体

験し，筆者の身体的な経験を記録した．	

3）神アシャギの様子を知る集落の人びとから，

集落生活の中での神アシャギに関する語りを集

める．文字起こしをし，語りデータとして抽出

した．	

	

４．調査結果 

実測調査 

	 伊是名島は五つの集落で構成され，そのう

ち，古くからの集落である諸見，仲田，伊是

名，勢理客にそれぞれ一つずつ神アシャギがあ

る．内花は，昭和 19 年に行政字として諸見から

分離したため神アシャギはない．	

	 伊 是 名 集 落 の 神 ア シ ャ ギ は ， 一 辺 約			

4,000mm の正方形の茅葺寄棟造の建物である．

軒先は 660mm と低く，切り出された八本のサン

ゴ石によって屋根が支えられている．最高高さ

は約 3,000mm である.屋敷囲いの北側と東側に

は，10,000mm を超える高さのフクギが生い茂

り，神アシャギの東側には，ガジュマルがあ

る．かつて，神アシャギの敷地内には民家（屋

号ソーザヤー）があったが取り壊されている．

現在は，コンクリート祭祀小屋と神アシャギ

が残っている．		

祭祀 

 神アシャギで現在行われている祭祀は，	

・ウマチー	

・ナー口（ナークチ）	

・束取イ（チカドゥイ）	

・柴差し（シバサシ）	
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図 2 伊是名神アシャギ 図面 
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の四つである．ウマチーは旧暦の二，三，五，

六月に行われる※1．	

	 この祭祀の中で，五月ウマチー，六月ウマチ

ー，ナー口，束取イ，柴差しは筆者が現地で体

験し，記録をとった．神アシャギにおける五月

ウマチーの様子を図に示す．（図 3）	

	

五月ウマチー 

・ウートート（拝み）は，アシャギの隣にある

コンクリートの小屋で行う．コンクリート小屋

内では，東側の香炉に対して，供物（お米，青

鯛の酢味噌和え，揚げ物，酒，お茶）を置き，

ウートートが行われる．	

・小屋の南側には，ブルーシートが敷かれ，ウ

ートートの間，神人以外が待機する．祭祀に使

う道具や神アシャギで食べるための食事が置か

れている．	

・神アシャギには，南西角のサンゴ柱の間か

ら，手と膝をつき屈んで入る．物を出し入れす

るときも，必ずここから出し入れをする．	

・神アシャギの中では中心に男性の神人，その

東側に女性の神人が二名座り，ウートートをす

る．神人の補佐はその南側に座り，筆者らは，

一番出入り口に近い南西角に座る．	

・アシャギの八本ある柱のうち，北側の真ん中

にある柱にお供え物を置きウートートをする．	

・神アシャギ内では，内部にいる人全員に，供

物と同じものとお茶が配られ食事をする．	

語り 

	 集落の人びとから収集した，神アシャギに関

する語りのボイスデータを文字に起こした．語

りは，人びととの会話の中から得られたもので

あり，昔の集落生活の様子や祭祀など，神アシ

ャギに関係しない語りも多く含まれている．そ

の中で，神アシャギに関する語りを抽出した．

（図 4）	

	 かつて集落はノロが中心となって集落の拝み

や祭りなどを行なっていた．［B-5］ノロとサン

ナアンマが，神アシャギの中で拝みや遊びをす

るときの食事として，集落内の各家庭から食料

を集めていた．［A-6，C-2］サンナアンマはノロ

の使いであり，集落内の班から選出されてい

た．［C-1］食料が貴重な時代であるにもかかわ

らず，各家庭では，行事がある度に，朝早起き

図 3 五月ウマチーにおける神アシャギの使われ方 

― 621 ―



し米三合と野菜を用意して神アシャギに持って

行った．［C-2，C-3］神アシャギには，このよう

にして集落中から食料が集まっていた．ノロが

ご馳走を食べて，ウートートをする．このご馳

走は，集落の人々には分け与えることはなかっ

た．［A-3，C-2］人びとが一生懸命，農作業など

をしている中，ノロはこのご馳走を食べていた

ため，人びとにこの様子をなるべく見せないよ

うにするために，屋根がこのように低くつくら

れている．［A-6］	

	 また，神アシャギが会議室であるという語り

を得た．神アシャギに茣蓙を敷き，そこでノロ

が，綱引きや豊年祭の打ち合わせをしていた．

内容を聞かれたくない話し合いもあった．［A-

1，A-2，A-4，C-2］この会議の内容を人びとに

聞かれないようにするため，そして，会議をし

ているノロの顔が見えないようにするために屋

根が低くつくられている，という語りも得た．

［A-2，A-4］	

	 拝みは関係者しか行うことができなったた

め，集落の人びとはあまり見に来ることはなか

った．［A-6］人びとの神アシャギに対する認識

は，神様にウートートをする神々しい場所であ

った．子供達は，銘苅家や御殿のような格式の

ある民家で遊んでいたにもかかわらず，神アシ

ャギでは遊ばず，大人からは入ってはいけない

と教えられていた．［B-1，B-2，B-3，B-4］	

 

まとめ 

 神アシャギの実測調査と現行祭祀の記録，そ

して人びとの語りから，神アシャギについての

情報を収集し，まとめた．	
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注釈 
※1 二月ウマチーは麦穂の豊穣祈願，三月ウマチーは麦穂の

豊穣感謝，五月ウマチーは稲穂の豊穣祈願，六月ウマチー

は稲穂の豊穣感謝をする祭祀である．伊是名島では，諸

見，仲田，伊是名，勢理客の順に各集落の神アシャギを廻

り，拝みを行う．	
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図 4 神アシャギに関する語り 
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